
NTSワークテーブル組立説明書
天板を裏返しに置き、天板補強・天板横補強を図のように補強ボルトで仮組してください。

天板面を傷つけないように下に梱包材などを敷いてください。

※六角レンチ（5　　）使用のこと

（テーブルサイズにより天板・補強ボルト等の数が異なります、右図を参考に仮組してください。）

脚を図のように天板横補強へ差し込み低頭小ねじで組付け

天板と脚をソケットねじで組付けてください。

※六角レンチ（4　　）(5　　)使用のこと

脚の水平・垂直を確認していただき

 1 にて仮組したすべてのねじを本締めしてください。

テーブルを起こし、配線カバー枠を天板内枠に樹脂クリップ4個で固定してください。

※脚先を床につけたまま起こすと脚先部品が破損する原因になります。

天板裏面に小ねじ4個を先に仮止めしてから、配線カバー受けを取付け固定してください。

配線カバー枠の軸に配線カバーを組付けてください。

2412/2412T（ﾊｲｶｳﾝﾀｰ）

2414

1412/1212

1414/1214

補強ボルト

天板補強

低頭小ねじ

共通部材：脚4本・天板横補強2本

ソケットねじ

組付完了後に再度部品がしっかり固定されていることをご確認の上ご使用ください。
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天板横補強

脚

脚を差し込んでください

-2（天板が2枚の場合）　天板に連結板（2414(3枚）/1414、1214(2枚））を低頭小ねじで組付けてください。

※六角レンチ（4　　）使用のこと

１

連結板

低頭小ねじ

天板横補強

脚

配線カバー

（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

天板裏面 天板裏面

天板裏面 天板裏面

（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

脚先

※補強パイプの上下に
 　注意してください（2414/1414/1214のみ）

※補強パイプの上下を間違えると
　 組付けできません

大

小天板横補強

天板横補強
完成図
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配線カバー枠の受け

樹脂クリップ

配線カバー受け

（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

天板裏面

天板内枠

小ねじ
配線カバー受けの側面を内側に

寄せて小ねじに引っ掛けてください
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配線カバー枠

①配線カバーの片側を差込んでから
②もう片方をはめ込んでください

①②

軸

補強ボルト

ソケットねじ

低頭小ねじ

小ねじ

樹脂クリップ 
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補強ボルト

ソケットねじ

低頭小ねじ

小ねじ

樹脂クリップ 

×12

×16

×8

×4

×4

補強ボルト

ソケットねじ

低頭小ねじ

小ねじ

樹脂クリップ 

×4

×16

×4

×8

×8

補強ボルト

ソケットねじ

低頭小ねじ

小ねじ

樹脂クリップ 

×4

×16

×4

×4

×4



組付完了後に再度部品がしっかり固定されていることをご確認の上ご使用ください。
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低頭小ねじ

脚を差し込んでください

天板横補強

脚

天板を裏返しに置き、天板横補強を図のように補強ボルトで仮組して

ください。天板面を傷つけないように下に梱包材などを敷いてください。

※六角レンチ（4　　）(5　　)使用のこと

１

ソケットねじ

脚

天板を裏返しに置き、

天板面を傷つけないように下に梱包材などを敷いてください。
１

天板

天板を裏返しに置き、天板横補強を図のように補強ボルトで仮組してください。

天板面を傷つけないように下に梱包材などを敷いてください。

※六角レンチ（4　　）使用のこと

１

ソケットねじ

脚

脚を図のように天板横補強へ差し込み低頭小ねじで組付け

天板と脚をソケットねじで組付けてください。

※六角レンチ（4　　）(5　　)使用のこと

脚の水平・垂直を確認していただき

 　 にて仮組したすべてのねじを本締めしてください。

2

（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

天板と脚をソケットねじで組付けてください。

※六角レンチ(5　　)使用のこと

脚の水平・垂直を確認していただき、すべてのねじを本締めしてください。

2
（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

天板を裏返しに置き、

天板面を傷つけないように下に梱包材などを敷いてください。
１

天板と脚をソケットねじで組付けてください。

※六角レンチ(5　　)使用のこと

脚の水平・垂直を確認していただき

すべてのねじを本締めしてください。

2
（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

脚

脚を図のように天板横補強へ差し込み低頭小ねじで組付け

天板と脚をソケットねじで組付けてください。

※六角レンチ（4　　）(5　　)使用のこと

脚の水平・垂直を確認していただき

　　にて仮組したすべてのねじを本締めしてください。

2

（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

コードボックスを図のように天板に3
小ねじで組付けてください。

コードボックスを図のように天板に3
小ねじで組付けてください。
（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

コードボックスを図のように天板に

小ねじで組付けてください。
（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

コードボックス

3

低頭小ねじ

ソケットねじ

※ミーティングに関しては、前後補強

2箇所、配線受けは中央部組付けになります

コードボックス

片面Ｗ１２００／１４００

ハイカウンターＷ１２００

補強の組付けはありません

小ねじ

天板

天板

天板

補強ボルト大

小

ソケットねじ

補強ボルト

天板横補強

大

小

天板横補強

１

コードボックス

１

※コードボックスはオプションです。

※コードボックスはオプションです。

小ねじ

天板横補強

小ねじ

※コードボックスはオプションです。

※補強パイプの上下を間違えると
　 組付けできません

脚

天板横補強

※補強パイプの上下を間違えると
　 組付けできません


